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労
使
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

開
催
の
背
景

　

２
０
０
９
年
、
長
期
に
わ
た
る
労
使
紛
争

が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
進
出
し
て
い
る
大
手
日

系
企
業
に
お
い
て
発
生
し
た
。
そ
の
労
使
紛

争
は
、
労
働
協
約
改
訂
に
関
す
る
労
使
協
議

が
十
分
に
進
ま
な
い
中
で
発
生
し
た
も
の
で

あ
り
、
４
カ
月
間
の
ス
ト
ラ
イ
キ
の
の
ち
、

日
本
の
Ｊ
Ｃ
Ｍ
と
、
関
係
産
別
、
単
組
が
連

携
し
て
解
決
に
向
け
た
取
り
組
ん
だ
こ
と
で

解
決
に
向
か
っ
た
が
、
労
使
紛
争
が
一
旦
発

生
す
る
と
労
使
と
も
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を

負
う
こ
と
に
な
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

労
使
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

開
催
ま
で
の
道
の
り
と
成
果

　

２
０
１
３
年
７
月
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
の
第

４
回
労
使
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
冒
頭
、
若
松
事

務
局
長
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
労
使
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
開
催
に
到
る
道
の
り
に
つ
い
て
以

下
の
よ
う
に
語
っ
た
。

　

２
０
１
０
年
６
月
に
、
こ
こ
Ｍ
Ｍ
２
１
０ 

０
で
第
１
回
の
労
使
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
し
て
以
来
、
早
い
も
の
で
今
回
が
４
回
目

の
開
催
と
な
っ
た
。
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
す
る
ま
で
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
日

系
企
業
の
経
営
幹
部
と
労
働
組
合
リ
ー
ダ
ー

建
設
的
な
労
使
関
係
構
築
に
向
け
た

海
外
労
使
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
取
り
組
み

が
一
堂
に
会
す
る
機
会
は
全
く
な
か
っ
た
。

私
た
ち
Ｊ
Ｃ
Ｍ
は
、
日
系
企
業
の
海
外
で
の

建
設
的
な
労
使
関
係
を
構
築
す
べ
く
、
国
内

外
で
多
く
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
日

本
国
内
で
は
企
業
別
労
使
の
対
話
だ
け
で
な

く
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
連
合
と
経
団
連

の
会
談
、
各
産
業
労
使
で
の
労
使
対
話
、
さ

ら
に
は
各
地
域
レ
ベ
ル
で
も
労
使
対
話
の
場

を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
あ
ら
ゆ
る
レ

ベ
ル
で
の
労
使
対
話
が
労
使
の
相
互
理
解
を

促
進
し
、
各
企
業
レ
ベ
ル
で
の
労
使
対
話
の

環
境
整
備
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
急
速
な
経
済
発
展
と

と
も
に
日
系
企
業
の
進
出
も
多
く
、
労
使
紛

争
も
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
。
一
旦
労
働
争
議

が
発
生
す
れ
ば
、
労
使
双
方
に
多
大
な
負
担

を
強
い
る
だ
け
で
な
く
、
解
決
ま
で
長
い
道

の
り
を
た
ど
る
こ
と
に
な
る
。
過
去
の
経
験

を
踏
ま
え
て
、
争
議
が
起
こ
る
前
に
、
労
使

の
十
分
な
話
し
合
い
で
問
題
を
解
決
す
る
、

そ
の
よ
う
な
労
使
関
係
を
構
築
で
き
な
い
だ

ろ
う
か
？
日
本
と
同
じ
よ
う
に
、
イ
ン
ド
ネ
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シ
ア
で
も
労
使
の
リ
ー
ダ
ー
が
一
堂
に
会
し
、

ま
ず
は
お
互
い
の
考
え
方
を
表
明
し
合
い
、

そ
の
上
で
お
互
い
へ
の
要
望
を
表
明
す
る
場

を
作
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
？
そ
う

し
た
発
想
で
我
々
は
Ｊ
Ｊ
Ｃ
︵
ジ
ャ
カ
ル
タ
・

ジ
ャ
パ
ン
・
ク
ラ
ブ
︶
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

３
つ
の
金
属
産
別
組
織
に
働
き
か
け
を
行
い
、

紆
余
曲
折
の
末
に
第
１
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

開
催
に
こ
ぎ
着
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
う
し
た
労
使
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
、
Ｊ

Ｃ
Ｍ
が
海
外
で
開
催
す
る
の
は
初
め
て
の
試

み
で
あ
り
、
そ
の
意
味
も
含
め
て
、
歴
史
的

出
来
事
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
思
う
。

結
果
と
し
て
は
、
過
去
３
回
と
も
お
お
む
ね

労
使
双
方
か
ら
は
﹁
や
っ
て
よ
か
っ
た
﹂
と

い
う
感
想
が
大
半
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ジ
ャ

カ
ル
タ
新
聞
が
こ
の
労
使
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
大
々
的
に
報
道
し
て
く
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
日
系
企
業
経
営
者
の
方
々
の

反
響
も
大
き
か
っ
た
と
伺
っ
て
い
る
。
多
く

の
経
営
側
の
皆
さ
ん
は
、
こ
こ
に
参
加
の
Ｆ

Ｓ
Ｐ
Ｍ
Ｉ
の
イ
ク
バ
ル
委
員
長
の
顔
も
見
た

こ
と
も
な
い
し
、
考
え
方
も
直
接
聞
い
た
こ

と
が
な
い
と
い
う
状
況
だ
っ
た
わ
け
で
、
労

組
リ
ー
ダ
ー
の
考
え
方
を
直
接
聞
く
機
会
は

大
変
有
益
だ
っ
た
と
思
う
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
出
さ
れ
た

要
望
意
見

　

第
４
回
労
使
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
Ｊ

Ｃ
Ｍ
か
ら
建
設
的
労
使
関
係
構
築
の
意
義
と

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
日
系
企
業
の
労
使
へ
の
期
待

を
述
べ
た
後
、
経
営
側
か
ら
労
働
組
合
へ
の

要
望
、
労
働
組
合
側
か
ら
経
営
へ
の
要
望
を

そ
れ
ぞ
れ
率
直
に
出
し
合
う
内
容
で
開
催
し

た
。
第
４
回
労
使
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
参

加
者
約
１
２
０
名
中
、
経
営
側
の
参
加
者
が

半
数
を
占
め
た
。

第
１
回

タ
イ
労
使
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

２
０
１
３
年
２
月
８
日
、
タ
イ
の
レ
ム
チ

ャ
パ
ン
工
業
団
地
会
議
室
で
、
Ｊ
Ｃ
Ｍ
主
催

で
、
タ
イ
に
お
い
て
初
の
﹁
建
設
的
労
使
関

係
構
築
に
向
け
た
労
使
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
﹂

を
開
催
し
た
。
こ
こ
に
は
、
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
︵
タ

イ
電
機
・
自
動
車
・
金
属
労
連
︶
と
Ａ
Ｌ
Ｃ

Ｔ
︵
タ
イ
自
動
車
労
組
会
議
︶
か
ら
１
０
８

名
、
経
営
側
か
ら
10
名
、
Ｊ
Ｃ
Ｍ
か
ら
７
名

な
ど
１
４
０
名
余
が
参
加
し
た
。
Ｊ
Ｃ
Ｍ
か

ら
日
本
の
労
働
運
動
の
歴
史
と
Ｊ
Ｃ
Ｍ
の
建

設
的
労
使
関
係
構
築
に
関
す
る
取
り
組
み
を

報
告
、
タ
イ
の
労
働
組
合
２
組
織
よ
り
労
使

関
係
に
関
す
る
考
え
方
と
経
営
側
へ
の
要
望

の
後
、
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ

て
、
活
発
な
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
終
盤
で
は
、﹁
ト
ッ
プ

同
士
が
対
話
し
、
今
後
の
方
向
性
を
決
め
て

伝
え
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う

な
機
会
に
日
本
の
経
営
者
が
も
っ
と
参
加
し

て
ほ
し
い
。
実
際
に
会
え
ば
、
労
働
組
合
に

対
し
て
抱
い
て
い
た
イ
メ
ー
ジ
が
違
う
と
言

う
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
﹂
と
、
労
使
双
方

か
ら
話
し
合
い
を
通
じ
て
今
後
の
方
向
性
を

作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
へ
の
期
待
が
提
起
さ

れ
た
。
最
後
の
講
評
で
は
、
こ
の
タ
イ
で
の

労
使
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
今
後
も
継
続
開
催

す
る
こ
と
、
次
回
は
経
営
側
か
ら
の
参
加
を

促
進
す
る
た
め
に
協
力
し
て
い
く
こ
と
を
確

認
し
て
閉
会
し
た
。

発言する経営者側参加者

労働組合側 経営側

インドネシア

インドネシア

インドネシア

タ　イ

タ　イ

タ　イ

タ　イ

インドネシア

インドネシア

インドネシア

労働組合つぶしを行わず、最低賃金や派遣
労働などの労働法を守ってもらいたい。

コンサルタントやインドネシア人人事労務
担当の話を鵜呑みにせず、労使の問題解決
のために、日本人経営者と労働組合が対話
できる機会を是非とも作ってもらいたい。

労働組合が過激な行動を取らざるを得ない
のは、経営側が労働組合の要求を真摯に受
け止めて対応しないからだ。

最低賃金などの法律を守っていなかった
り、労働組合つぶし行ったりする日系企業
もある。

労働組合は組合員の意見をしっかり集約し
交渉に臨んでいるのか。また交渉結果を組
合員にしっかり説明できているのか。

労働組合は賃金引き上げを要求するだけで
なく、競争力を高める工夫を労使で取り組
む姿勢を見せてほしい。

どうすれば高付加価値製品を作り、賃金を
引き上げることができるか、労働者自身が
能力開発を進めなければならない。要求だ
けでは会社と喧嘩するだけであり、労使の
協力と対話が必要である。

違法行為や暴力行為は行わず、問題があれ
ば話し合いで解決する姿勢を持ってもらい
たい。

労使が互いに尊重し、話し合いを重視する
立場をとることが労使双方に課せられた課
題である。

インドネシア人人事労務担当は、自分たち
が建設的労使関係構築のための鍵であり、
その重要性を認識している。労働組合側と
の関係構築に努力したい。

建設的な労使関係構築に向けた海外労使ワークショップでの主な意見・要望


